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り
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　１日（月） 全校朝会　後期委員会

　　　　　　　香小フットサル練習（学校）

　２日（火） スキー授業③

　３日（水） 香小フットサル練習（学校）

　４日（木） 新入生体験学習

　５日（金） 香深中入学説明会

　８日（月） 全校朝会　 後期委員会

　　　　　　　スキー授業④（発表会）

　　　　　　　フットサル練習（学校）

１０日（火） フットサル練習（潮騒ドーム）

１１日（水） フットサル・ロータリー杯

１２日（金） 児童総会　香小ゆきまつり

１５日（月） 全校朝会　定例職員会議

２２日（月） 全校朝会　日本習字　

２３日（火） ＰＴＡ役員会

２４日（水） 授業参観（高学年）

２５日（木） 授業参観（低・中学年）

２８日（日） 剣道錬成大会

２９日（月） 全校朝会

　
三
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
始
業
式
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
全
員
が
元
気
に
登
校
し
、

学
校
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
教
職
員
も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た

　
始
業
式
で
は
子
ど
も
た
ち
に
、
①
自
分
の
学
年
の
勉
強
の
ま
と
め
を
が
ん
ば
り
「
礼
文

検
定
」
の
合
格
を
め
ざ
す
こ
と
、
②
そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
学
年
、
六
年
生
は
中
学
生
に
な

る
準
備
を
が
ん
ば
る
こ
と
、
③
冬
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
や
外
遊
び
を
積
極
的
に
取
り
組

も
う
と
話
を
し
ま
し
た
。
三
学
期
は
、
香
小
生
九
人
が
力
を
合
わ
せ
て
、
次
の
学
年
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
三
学
期
に
な
る
よ
う
、
保
護
者
と
共
に
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
香
小
の
「
昆
布
学
習
」
（
礼
文
学
）
の
特
集
記
事
が
「
マ
リ
ン
バ
ン
ク
２
月

号
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
保
護
者
・
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
香
小
の
様
子
が
伝
わ
る
と

思
い
ま
す
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
冬
休
み
中
に
、
宗
谷
管
内
の
大
き
な
美
術
展
と
書
道
展
の
審
査

が
行
わ
れ
、
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
香
小
の
子
ど
も
た
ち
が
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
初
め
て
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
一
年
生
、

礼
文
の
自
然
を
描
く
こ
と
に
挑
戦
し
た
五
年
生
も
含
め
て
、
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
書
道
で
は
、
全
員
出
品
し
て
い
た
こ

と
で
「
学
校
賞
」
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
入
賞
の
中
で
も
、
全
体
を
通
じ
て
よ
り
優
れ
た
作
品
が
特
別
賞

に
選
考
さ
れ
ま
す
。
書
道
で
は
、
一
年
生
の
藤
田
く
ん
、
二
年
生

の
山
本
さ
ん
、
美
術
展
は
五
年
生
の
八
木
さ
ん
、
六
年
生
の
川
村

く
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
一
月
二
十
九
日
、
今
年
二
回
目
の
香
深
地
区
連
携
教

育
研
究
会
が
香
小
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
時
間

目
に
は
、
礼
小
・
香
中
の
教
職
員
、
教
育
委
員
さ
ん
、

香
小
の
保
護
者
に
参
観
し
て
頂
き
、
授
業
を
公
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
の
授
業
も
子
ど
も
た
ち
が
、

一
生
懸
命
に
学
習
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
三
校
の
子
ど

も
の
様
子
、
学
力
や
自
立
の
課
題
に
つ
い
て
交
流
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
三
校
が
連
携
し
て
香
深
地
区
の

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

書
道
と
美
術
で

　
子
ど
も
た
ち
四
人
が
特
別
賞
に
輝
く
！

○特別賞　藤田　　颯くん（宗谷教育書道連盟会長賞）　

○特別賞　山本　麻埜さん（労働金庫稚内支店長賞）

○特　選　川村　貫輔くん

○準特選　百瀬拓海くん　　八木陽花さん　　三浦光騎くん

○入　選　三浦凰雅くん　　熊木ななさん　　東　真央さん　　　　

○特別賞　八木　陽花さん「香深井港」（宗谷新聞社賞）　

○特別賞　川村　貫輔くん「香深井港」（宗谷校長会長賞）

○入　選　三浦凰雅くん　熊木ななさん　藤田　颯くん　百瀬拓海くん

　　　　　※１年生は消防車を題材に描きました。　　　　　　

　　　　　山本麻埜さん「メリークリスマス」

　　　　　東　真央さん「きれいな自然」　　　　　

６年生の国語の授業から

【 書き初め書道展 】

【宗谷美術展 】

藤
田
く
ん
の
作
品

川
村
く
ん
の
作
品

八
木
さ
ん
の
作
品

山
本
さ
ん
の
作
品

美術展・書道展で特別賞に輝いた作品です
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　１２月の「学校だより」に続いての学校評価の報告です。保護者と教職員のアンケート結果（２学期末実施）を比較してみました。保護者の

願いや要求をしっかり受けとめ、私たち教職員と保護者の課題が共通になるようにしながら改善していきます。

　冬休み明けの２６日（火）の午後から、「自由研究発表会」をプレイ

ルームで行いました。工夫したものづくりや新聞スクラップ、興味・関

心を持ったことの研究・調査などを発表しました。どれも時間をかけて

仕上げた物ばかりです。

　発表会でがんばったことは、子どもたちが作品の紹介や工夫したり、

苦労したことについて、友だちや先生、お家の人にしっかりと話すこと

ができたことです。発表会には、平日にもかかわらず、たくさんの保護

者の皆様に足を運んで頂きました。ありがとうございました。

【１年生】

＊三浦くん「まが玉」　＊藤田くん「ころころ貯金箱」

＊熊木さん「ハンバーグとあめ」　

＊百瀬くん「スチールパンスペシャル」

【２・３年生】

＊山本さん「パンダバック」

＊東さん「リラックマバック」「新聞スクラップ」

【５・６年生】

＊八木さん「雪の結晶」　＊三浦くん｛まが玉」

＊川村くん「サッカーについて」

　「練習はうそをつかない！」という言葉があります。その言葉の

通り、練習で実力をつけ、良い成績をあげることができました。日

曜日の子どもかるた大会は、２年・山本さんと３年・東さんが、礼

小の三浦さんと組んで参加し、見事予選を突破して準優勝すること

ができました。これも、コツコツと練習してきた成果です。よくが

んばったね。

　３０日の土曜日、午前中にピスカで恒例

の「理科実験教室」が行われました。町内

の理科サークルの先生方による教室で、公

開礼文検定が終わってから、香小の子ども

たちが遊びに来ていました。　

　定番のスライムづくりや、ビー玉を使っ

た万華鏡、入浴剤のバブと水でとばす小型

ロケット、薄い発泡スチロールでつくる飛

行機等々、たくさんの楽しい実験がありま

した。１年生の子どもたちも大喜びで実験

に取り組んでいました。

「学校評価」の報告②

【確かな学力を育てるとりくみ】

保護者 教職員№ 評 価 項 目

１ 礼文検定など基礎学力が身につくよう取り組んでいるか ３ １ ３ １. .

２ 家庭学習が定着するよう適切な指導や援助をしているか ３ ０ ２ ４. .

３ 楽しくわかる授業をするため努力しているか ３ ０ ２ ８. .

【豊かな心を育てるとりくみ】

４ 元気な挨拶、丁寧な言葉づかいができるよう取り組んでいるか ２ ７ ３ ０. .

５ 善悪の判断や思いやりの心が育つよう努力しているか ３ ３ ３ ３. .

６ いじめを許さない指導に取り組んでいるか ３ ０ ３ ３. .

【健康な身体を育てるとりくみ】

７ 体力づくりに取り組んでいるか ２ ９ ２ ６. .

８ 基本的な生活習慣が身につくよう適切な指導をしているか ３ ６ ３ ３. .

【開かれた学校づくりとＰＴＡ活動】

お便りやホームページで学校の様子をわかりやすく伝えているか ２ ９ ３ １９ . .

保護者・地域と協力して様々な行事に取り組んでいるか ２ ９ ２ ９1０ . .

子育ての悩みや課題を学び合うＰＴＡ活動になるよう努力しているか。 ２ ９ ３ ０1１ . .

保護者・教職員が親睦・交流し、地域ともつながるよう努力しているか ２ ９ ２ ９1２ . .

【保小中高の教育連携について】

保・小・中・高と連携するための努力をしているか ３ ３ ３ ９1３ . .

  

  

  　礼文検定の取り組み方の工夫、家庭

学習のすすめ方についての学校と家庭

の連携が必要。子どもが安心して楽し

く学べる授業づくりが大切。

  　子どもへの声かけ、先生の笑顔、明

るい挨拶など、子どもが安心できる環

境づくりが求められている。思いやり

の心を育てる全校活動が充実するよう

に。

　生活習慣や健康づくりでは連携が

穫れている。全校での体力づくりで

は改善が必要。

　学校や子ども会の行事の時に、校

区の小さい子から中学・高校生にも

声がかかるように。礼小との授業交

流は充実してきている。

※点数は、４点（できている）、３点（だいたいできている）、２点（不十分である）、１点（できていない、未実施）

手作りカイロに挑戦！

特注の発泡スチロールの

シートでつくる飛行機に挑戦！


